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松 原 正 侍 議 員（ 市 民 連 合 ） 質問方式：一問一答方式 

 

１ 「維持管理行政への転換」について 

（1） これからの自治体運営は「新しいものを造る行政」から「今あ

る公共施設やインフラを長く使い続ける行政」へと展開する必

要があると考えます。この様な維持管理を重視した行政運営に

ついてどのようなお考えをお持ちでしょうか 

（2） 当面は大型建設が一段落することを踏まえ、修繕を含めた維持

管理や機能向上を通じて市民サービスを図る予算編成に舵をき

るお考えはありませんか 

（3） 「尾道市公共施設等総合管理計画」や「個別施設計画」につい

て、改定や見直しはどのようなサイクルで行っていますか 

（4） 各施設所管課で定めてある「長寿命化計画」について、インフ

ラ系のトンネルや橋梁については 2025 年（令和 7 年）に改訂さ

れていますが、2020 年（令和 2 年）に策定された「尾道市学校

施設長寿命化計画」について、今後の考え方や方向性について

お示しください 

（5） 各課の所管する公用地の除草について、年間でどのくらい要望

がありますか。過去３年程度の件数をお答えください 

（6） 市民から寄せられる道路脇や公園などの公用地の除草につい

て、現状をどのように分析し、維持管理を市民サービスとして

どのように位置づけていますか 

（7） 苦情や要望を受けて対応する事後対応から、計画的な維持管理

とするため「維持管理計画」を考えてみませんか 

 

２ ＪＲ尾道駅前の整備について 

８月７日に行われた学生議会で、私が担当した学生から「ＪＲ

尾道駅前の環境について」の質問の中で出たご意見を基に、学

生議員の意思を引き継ぎ、行政として、この課題についてどう

お考えかお聞きします 

（1） ＪＲ尾道駅前の再開発から約 26 年が経ち、バリアフリー化やト

イレの維持管理、改善等についての認識と、今後の計画などお

聞きします 

（2） また、駅前交差点にクロスの横断歩道の設置について市はどう

受け止められますか 
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３ 尾道市内の造船業の活性化について 

（1） 本市の造船業の現状や、課題などどのように認識されているの

かお聞かせ下さい 

（2） 国や県と歩調を合わせて、本市が造船業の発展に本気で取り組

む姿勢を内外に示すためにも、技術開発や人材確保及び育成な

ど、複合的な課題に対応する必要があると考えます 

以上の点について、市長のご所見をお伺いします 

 

４ 「手話リンク」について 

「手話リンク」とは法律に基づいた公共インフラとして、聴覚

障害者等の電話利用の円滑化のため、総務大臣の指定機関（一

般財団法人日本財団電話リレーサービス）による電話リレーサ

ービスの一部の機能を利用し、法人向けのサービスとして開始

されているものです 

（1） これまで「手話リンクサービス」について調査や研究をしたこ

とがありますか 

（2） 当事者から意見を聞き、導入に向け検討するお考えはありませ

んか 

 

５ 障がい者福祉サービスの支給量について 

（1） 支給決定基準はどのような理念に基づいて策定されています

か 

（2） 尾道市では、基準を超える柔軟な支給決定を行った事例はあり

ますか 

（3） 他自治体との比較・検証を行っていますか 

（4） 利用者や相談支援専門員から寄せられた意見を基準の見直し

に反映していますか 

（5） 訪問入浴と施設入浴の併用を認めない場合、その法的根拠や運

用上の考え方は何でしょうか 

 

６ 市内公設トイレ（車いす使用者や多機能トイレ）について 

（1） 本市が設置している、車いす使用者、多機能トイレは、何か所

ありますか 

（2） バリアフリー法における「義務基準」をどのように整理してい

ますか。基準をクリアされていますか。クリアされていないト

イレがあれば改修の予定はありますか 

（3） 利用者の声をお聞きし改善したことはありますか 

（4） 「誘導基準」はどう捉えていますか 
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（5） 広島県福祉のまちづくり条例では、車いす使用者、多機能トイ

レについて「車椅子使用者等に配慮した整備基準」が設けられ

ています。 

また、誘導基準では「大型ベッドや十分な介助スペースなど、

より高い水準」が示されています。 

本市が公衆トイレを新設・改修する際には、法律や条例上の整

備基準を満たすことを基本としながら、誘導基準までを視野に

入れて整備していますか 

（6） 特に大型ベッドは、重度障がい者のおむつ交換や排泄介助、着

替え等に必要な設備です。 

本市では大型ベッドの設置をどのように位置付けていますか。 

また、今後の公衆トイレの新設・大規模改修において、一定の

施設には大型ベッドを標準的に整備する考えはありませんか 

（7） 尾道市はどこまでの水準をめざしますか 

 
 

 


